
器具洗浄マニュアル
(4-402.11および4-404.11)

汚れた水切り台
事前洗浄：洗い流し、
こすり洗い、または浸
け置き洗い

第一工程
洗い

第二工程
すすぎ

洗剤を入れた、少
なくとも110°Fの
水で。（洗剤のラ
ベルに書いてある
使い方に温度指定
がない場合）

泡が出ない、水が
汚く油が浮いてい
る、または水が適
温でなくなったた
場合は交換する。

清潔な水に浸け
て、蛇口からの流
水で洗い流す、ま
たは清潔な水でス
プレーする。

第三工程
衛生化

水温、化学薬品の濃
度、浸す時間（家庭
用ブリーチなら50 
ppmで30秒）はラベ
ルの使用手順を参照
し、認可された化学
洗浄剤に浸す。また
は、171°F以上の熱
湯に浸ける。

水切り台を洗う
自然乾燥させる。濡
れている状態でタオ
ルで拭いたり重ねた
りしない。

注意：

3つのコンパートメントシン

クは洗浄に活用aしていな

いときは設置しなくてもよ

い。

シンクは使用前に必ず洗っ

て衛生化する。

スポンジは使用しない。

温度計を必ず用意し、洗い

と衛星化の工程の水温を監

視する。

化学洗浄剤の濃度を監視す

るために検査ストリップを

必ず用意する。

化学薬品は3つのコンパート

メントシンクの上に保管し

ない。
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